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沿革沿革

製本機の総合メーカー

電気器具の試作・修理を生業として創業する。
卓上用製本機BB-Sを世界に先駆けて開発し、紙折機・丁合機・断裁機も加わり
製本関連機器の総合メーカとしてスタートを切る。
オンデマンド用製本機BQ-330を発売開始。（製本機の自動化を実現）

さらに自動化を進めた製本機・紙折機などを販売している。

1946年1月
1973年3月

1996年
2009年現在
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製本の流れ製本の流れ



6

製品紹介製品紹介

印刷後処理工程の全てをカバーするフルラインナップ
・紙折機 ・中綴じ機 ・丁合機

・製本機

・断裁機

・大型製本ライン
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製品の差別化ポイント（１）製品の差別化ポイント（１）

自動化
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製品の差別化ポイント（２）製品の差別化ポイント（２）

分かりやすく、使いやすいタッチパネルインターフェース



※ UML、Unified Modeling LanguageはOMG（Object Management Group）の商標です

※ 記載されている社名、製品名は各社の商標または登録商標です

2.2. モデルベース開発モデルベース開発 導入の動機・目的導入の動機・目的
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モデルベース開発 導入の動機モデルベース開発 導入の動機

動機１：ソフトウェアの開発・保守が属人化している

開発者本人しか保守できない

開発者がそれぞれ独自に工夫して開発している

丁合機制御丁合機制御
ソフトウェアソフトウェア

製本機制御製本機制御
ソフトウェアソフトウェア

？

？
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再利用ソフトウェア部品再利用ソフトウェア部品

モデルベース開発 導入の動機モデルベース開発 導入の動機

動機２：ソフトウェア開発の生産性を向上させたい

製品間で共通する機能を再利用したい

製本機制御ソフトウェア製本機制御ソフトウェア

丁合機制御ソフトウェア丁合機制御ソフトウェア

再利用

蓄積
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モデルベース開発 導入の動機モデルベース開発 導入の動機

動機３：人材を育成する時間がない

ベテラン技術者が保守＆新規開発で忙殺されている

設計意図やノウハウの伝達手段が確立されていない

先輩に質問したいけど、先輩に質問したいけど、
先輩はテストルームで忙しそう先輩はテストルームで忙しそう……

自分しか自分しか
ソフトウェアの詳細は分からない。ソフトウェアの詳細は分からない。

動作確認して細かい調整をしないと！動作確認して細かい調整をしないと！

製本機製本機
ソースコードソースコード

???
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モデルベース開発 導入の目的モデルベース開発 導入の目的

動機

ソフトウェア開発の生産性ソフトウェア開発の生産性
を向を向上させたい上させたい

目的

人材を育成する時間がない人材を育成する時間がない

ソフトウェア開発がソフトウェア開発が
属人化している属人化している

再利用ソフトウェア部品の蓄積再利用ソフトウェア部品の蓄積
と再利用の促進と再利用の促進

製品開発と人材育成の両立製品開発と人材育成の両立
設計意図の伝達手段の確立設計意図の伝達手段の確立

ソフトウェアの保守性の向上ソフトウェアの保守性の向上

モ
デ
ル
ベ
ー
ス
開
発

モ
デ
ル
ベ
ー
ス
開
発



※ UML、Unified Modeling LanguageはOMG（Object Management Group）の商標です

※ 記載されている社名、製品名は各社の商標または登録商標です

3.3. 導入から組織展開まで導入から組織展開まで
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製品のソフトウェア構成製品のソフトウェア構成

タッチパネルタッチパネル
ソフトウェアソフトウェア

ネットワークネットワーク 本体制御本体制御
ソフトウェアソフトウェア

タッチパネルディスプレイタッチパネルディスプレイ

ストップボタンストップボタン

カッターカッター

クランパクランパ

センサセンサ

ローラローラスタートボタンスタートボタン

カバーカバー
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導入から組織展開まで導入から組織展開まで

2006/07 2007/04

段階1:導入 段階2:実践 段階3:組織展開

(9ヵ月) (1年7ヵ月)(2ヵ月)

現在2006/05

製
品

紙折機

（出荷済み）

製本機

[タッチパネル]
3つの製品

[タッチパネル&本体制御]
新規開発される全ての製品

[タッチパネル&本体制御]

太陽精機：

全技術者の29%
ｵｰｼﾞｽ総研：2名

太陽精機：

全技術者の85%
（うち2名は2008年度新人）

ｵｰｼﾞｽ総研：1名

体
制

太陽精機：

全技術者の
24%
ｵｰｼﾞｽ総研：1名

太陽精機：

全技術者の58%
（うち2名は2007年度新人）

ｵｰｼﾞｽ総研：1名

段階4:自立に向けて

(5ヵ月)

2008/11



※ UML、Unified Modeling LanguageはOMG（Object Management Group）の商標です

※ 記載されている社名、製品名は各社の商標または登録商標です

4.4. モデルベース開発モデルベース開発Before/AfterBefore/After
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どんなことをしたか？（要求仕様・設計内容の検証）どんなことをしたか？（要求仕様・設計内容の検証）

BeforeBefore AfterAfter

要求仕様要求仕様

要求仕様要求仕様

ソースコードソースコード
ソースコードソースコード

UMLUMLモデルモデル

早くプログラムを早くプログラムを
書いて動かして書いて動かして

みよう！みよう！

ここでエラーが発生したここでエラーが発生した
場合はどうなりますか？場合はどうなりますか？

処理を停止させないと処理を停止させないと
まずいですまずいです

UMLUMLモデルで検証してからモデルで検証してから

実装するようになった実装するようになった
いきなりソースコードをいきなりソースコードを
実装していた実装していた

検証検証
実
装
実
装

設
計
設
計

設
計
・実
装

設
計
・実
装
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どこが難しかったか？（役割の名前付け）どこが難しかったか？（役割の名前付け）

BeforeBefore AfterAfter

手段ではなく目的を手段ではなく目的を
名前にしましょう名前にしましょう

目的？名前ってそんな目的？名前ってそんな
に大事ですか？に大事ですか？

ハードが変わっても呼びハードが変わっても呼び
出し元は変えなくて良い出し元は変えなくて良い

影響範囲が小さくな影響範囲が小さくな
るってことか！るってことか！

目的と手段の区別が目的と手段の区別が
ついていなかったついていなかった

目的と手段を分けて目的と手段を分けて
考えるようになった考えるようになった
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どこが難しかったか？（再利用の仕組み）どこが難しかったか？（再利用の仕組み）

BeforeBefore AfterAfter

再利用したい部分の依再利用したい部分の依
存関係を考えましょう存関係を考えましょう

ヘッダとソースってヘッダとソースって
セットでは？セットでは？

ヘッダファイルを移動させるとヘッダファイルを移動させると
再利用しやすくなります再利用しやすくなります

依存関係の向きが再利用依存関係の向きが再利用
しやすさに影響するのか！しやすさに影響するのか！

再利用再利用
したいしたい

再利用再利用
したいしたい

再利用部品の依存関係を再利用部品の依存関係を
意識していなかった意識していなかった

再利用部品の依存関係を再利用部品の依存関係を
作りこむようになった作りこむようになった

依存の依存の
向き向き

依存の依存の
向き向き
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BeforeBefore AfterAfter

……これで本当に動くんこれで本当に動くん
だろうか？心配だろうか？心配……

この関数は本当にこのこの関数は本当にこの
クラスが持つべきか？クラスが持つべきか？

しっかり役割分担できしっかり役割分担でき
てますね！てますね！

何か気になる点はあり何か気になる点はあり
ますか？ますか？

「動くかどうか」だけを「動くかどうか」だけを
気にしていた気にしていた

「役割分担されているか」「役割分担されているか」
気にするようになった気にするようになった

何ができるようになったか？（保守性を意識した設計）何ができるようになったか？（保守性を意識した設計）



22

ソースコードソースコード UMLUMLモデルモデル

ソースコードレビューソースコードレビュー
お願いします！お願いします！

モデルレビューモデルレビュー
お願いします！お願いします！

BeforeBefore AfterAfter モデルレビューならモデルレビューなら
仕様の確認時期が早く、仕様の確認時期が早く、
確認時間も比較的少ない確認時間も比較的少ない

ソースコードレビューではソースコードレビューでは
仕様の確認時期が遅く、仕様の確認時期が遅く、
確認時間も比較的多い確認時間も比較的多い

見たいけど、見たいけど、
見る時間がない見る時間がない……

ここで一旦停止しないここで一旦停止しない
といけないのでは？といけないのでは？

レビューの量・質が向上！レビューの量・質が向上！レビューが不十分になりがちレビューが不十分になりがち……

モデルで考えるメリット：他人が仕様・設計をレビューしやすいモデルで考えるメリット：他人が仕様・設計をレビューしやすい
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モデルで考えるメリット：デバッグしやすいモデルで考えるメリット：デバッグしやすい

BeforeBefore AfterAfter

あのタイミングで給紙したあのタイミングで給紙した
場合だけ、おかしくなるっ場合だけ、おかしくなるっ
てことは、ソースコードだてことは、ソースコードだ

とと……え～っとえ～っと……

製本機が動いて製本機が動いて
いるイメージいるイメージ

この状態遷移はこの状態遷移はOKOK。。
この状態遷移もこの状態遷移もOKOK。。

あ！あ！
ここに処理が足りない！ここに処理が足りない！

頭にあるイメージとソース頭にあるイメージとソース
コードはかけ離れているコードはかけ離れている

UMLUMLモデルは人間にとってモデルは人間にとって

理解しやすい理解しやすい

ソースコードソースコード

？？
？？

？？
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モデルで考えるメリット：修正しやすいモデルで考えるメリット：修正しやすい

BeforeBefore AfterAfter頭にあるイメージとソース頭にあるイメージとソース
コードはかけ離れているコードはかけ離れている

UMLUMLモデルは人間にとってモデルは人間にとって

理解しやすい理解しやすい

修正する箇所は、修正する箇所は、
この部分と、あの部分とこの部分と、あの部分と
ん～ん～……これで全部修正これで全部修正

できてるかなぁできてるかなぁ……

修正すべき修正すべき
製本機の動作製本機の動作

まずはまずはUMLUMLモデルを修モデルを修
正して正して……対応する部分対応する部分

のソースコードを修正しのソースコードを修正し
てて……終わり！終わり！ソースコードソースコード ソースコードソースコード

？？
？？

？？
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モデルで考えるメリット：新人教育がやりやすいモデルで考えるメリット：新人教育がやりやすい

BeforeBefore AfterAfter

実機実機

製本機が動いて製本機が動いて
いるイメージいるイメージ

どこを見ればどこを見れば
いいのやらいいのやら…… 分かりました！分かりました！

ソースコードソースコードどうやって伝えようかどうやって伝えようか…… この図を元にテスト設この図を元にテスト設
計してみてくれる？計してみてくれる？

ソースコードで仕様を確認ソースコードで仕様を確認
するには時間がかかるするには時間がかかる

UMLUMLモデルなら比較的モデルなら比較的

早く仕様を確認できる早く仕様を確認できる



※ UML、Unified Modeling LanguageはOMG（Object Management Group）の商標です

※ 記載されている社名、製品名は各社の商標または登録商標です

5.5. モデルベース開発モデルベース開発 導入の導入の成果成果
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モデルベース開発 導入の成果モデルベース開発 導入の成果

成果１：属人化が解消

モデルベース開発の開発プロセスで開発している技術者数

他人の開発した成果物をレビューできるようになった
他人の開発したUMLモデルやソースコードが理解しやすくなり、

レビューで問題点を指摘できるようになってきた

ソフトウェアの基本となる構造（アーキテクチャ）が共有された
構造が複数の製品で共通化されているため、

開発者本人以外でも「どこで何が行われているか」容易に理解できる

20082008年年55月月

58%58%

20092009年年55月月

85%85%
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モデルベース開発 導入の成果モデルベース開発 導入の成果

成果２：生産性が向上
再利用ソフトウェア部品の蓄積蓄積

66製品から製品から2020種類種類の再利用ソフトウェア部品を蓄積

再利用ソフトウェア部品を再利用ソフトウェア部品を利用した製品開発利用した製品開発
77製品の新規開発において、のべ製品の新規開発において、のべ5252種類種類の再利用ソフトウェア部品を利用

最新機種4製品の平均再利用率※は26.6%26.6%
※ソースコード全行数のうち、再利用ソフトウェア部品の占める割合

主な再利用ソフトウェア部品
通信プロトコルスタック（数種類）

タッチパネル画面要素（電卓、キーボード、メモリー）

カウンタ更新処理（製本枚数などに使用）

モータ制御処理

デバイス状態変化通知処理
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モデルベース開発 導入の成果モデルベース開発 導入の成果

成果３：人材育成の体制が確立
入社1年目社員が，配属配属88ヶ月後ヶ月後には製品開発の戦力として認め
られるレベルに到達した

入社2年目社員がモデルベース開発プロセスでソフトウェアを開
発した結果、ベテラン社員ベテラン社員が従来手法でソフトウェアを開発した場
合と比較して同等～同等～22倍倍の生産性※を発揮した
※ソースコード全行数を開発コストで割った数値



※ UML、Unified Modeling LanguageはOMG（Object Management Group）の商標です

※ 記載されている社名、製品名は各社の商標または登録商標です

6.6. 現在取り組んでいること現在取り組んでいること
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プロジェクトプロジェクト
のリスクをのリスクを

予測し対策を予測し対策を
打つために打つために

新人を新人を
早期に早期に
戦力化戦力化

するためにするために

保守しやすい保守しやすい
部品を残すために部品を残すために

機械的な作業を機械的な作業を
自動化するために自動化するために

11

44

22

33

品質・コストをさらに改善するための体制と仕組みの充実品質・コストをさらに改善するための体制と仕組みの充実



※ UML、Unified Modeling LanguageはOMG（Object Management Group）の商標です

※ 記載されている社名、製品名は各社の商標または登録商標です

御静聴ありがとうございました御静聴ありがとうございました

太陽精機株式会社

株式会社オージス総研
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